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少
女
小
説
模
索
期
の
永
代
美
知
代 
―
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
掲
載
作
品
を
視
座
と
し
て―
 
有
元 
伸
子
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
（
一
八
八
五─
一
九
六
八
）
は
、
広
島
県
甲
奴
郡
上
下
村
（
現
・
府
中
市
上
下
町
）
出
身
の
女
性
作
家
・
翻
訳
家
で
あ
る
。
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
の
横
山
芳
子
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
相
当
数
の
小
説
や
少
女
小
説
、
童
話
類
を
発
表
し
、
ス
ト
ウ
夫
人
の
「
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
ズ
・
ケ
ビ
ン
」
の
完
訳
と
し
て
の
日
本
初
訳
『
奴
隷
ト
ム
』
（
一
九
二
三
年
、
成
文
堂
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、
翻
訳
も
手
が
け
た
。
論
者
は
、
美
知
代
の
著
作
を
調
査
し
、
著
作
権
継
承
者
の
許
可
を
得
て
、
著
作
リ
ス
ト
（
作
品
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
、
作
家
紹
介
、
年
譜
、
研
究
文
献
案
内
、
リ
ン
ク
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
る
（
１
）
。 
 
美
知
代
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
、
花
袋
研
究
者
に
よ
っ
て
花
袋
の
周
辺
人
物
と
し
て
の
資
料
紹
介
や
研
究
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
作
家
と
し
て
の
美
知
代
の
研
究
も
、
特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
導
入
し
つ
つ
、
進
展
し
て
い
る
。
論
者
も
、
美
知
代
が
花
袋
に
先
行
し
て
自
身
の
恋
愛
を
素
材
に
し
て
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
花
袋
は
そ
れ
を
参
照
し
て
「
蒲
団
」
を
発
表
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
（
２
）
。 
 
た
だ
し
、
近
年
の
研
究
は
、
美
知
代
の
書
い
た
一
般
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
対
象
と
す
る
も
の
が
多
い
。
岡
田
美
知
代
は
、
結
婚
後
に
は
永
代
美
知
代
名
で
作
品
を
発
表
し
、
長
女
出
産
後
は
少
女
小
説
や
後
に
は
童
話
に
も
手
を
染
め
た
が
、
児
童
文
学
に
関
す
る
検
討
ま
で
は
手
が
回
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
３
）
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
の
な
か
、
最
近
、
新
た
な
雑
誌
に
美
知
代
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
（
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
四
九
号
附
録
、
一
九
一
二
年
一
二
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
ち
ゃ
ん
と
美
津
子
の
姉
弟
に
よ
る
い
た
ず
ら
を
描
く
、
子
ど
も
向
け
の
短
い
作
品
で
あ
る
。 
本
稿
で
は
、
初
め
に
、
美
知
代
の
一
般
小
説
か
ら
少
女
小
説
へ
の
移
行
期
の
様
相
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
結
婚
・
出
産
を
経
た
女
性
作
家
が
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
を
模
索
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。
そ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
、
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
一
人
の
女
性
作
家
に
と
っ
て
の
雑
誌
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
位
置
づ
け
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
一 
ま
ず
は
、
結
婚
後
に
「
永
代
美
知
代
」
名
で
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
五
月
か
ら
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
を
掲
載
－ 1 －
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し
た
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
ま
で
の
、
美
知
代
の
年
譜
と
執
筆
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
。 
 
《
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
） 
二
四
歳
》 
 
・
一
月
、
田
山
花
袋
の
養
女
の
形
を
と
っ
て
、
永
代
静
雄
と
結
婚 
 
・
三
月
、
長
女
・
千
鶴
子
を
出
産
。
こ
の
頃
、
静
雄
は
『
中
央
新
聞
』
に
移
籍 
 
・
一
一
月
、
静
雄
と
別
れ
て
、
千
鶴
子
を
連
れ
て
田
山
家
に
戻
る
。
代
々
木
初
台
で
水
野
仙
子
と
同
居 
《
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
） 
二
五
歳
》 
 
・
一
月
、
千
鶴
子
を
、
花
袋
の
妻
・
り
さ
の
兄
・
太
田
玉
茗
の
養
女
に 
 
（
二
月
、
水
野
仙
子
、
千
鶴
子
と
と
も
に
、
仙
子
の
故
郷
の
福
島
に
一
ヶ
月
滞
在
） 
 
（
三
月
、
太
田
玉
茗
が
住
職
を
務
め
る
埼
玉
県
羽
生
の
建
福
寺
に
一
ヶ
月
滞
在
し
、
千
鶴
子
を
置
く
） 
 
 
 
△
三
月
、
花
袋
が
「
縁
」
を
連
載
開
始
（
～
八
月
） 
 
・
四
月
、
代
々
木
初
台
の
家
を
出
奔
し
、
静
雄
と
復
縁 
 
・
六
月
、
『
富
山
日
報
』
記
者
と
な
っ
た
静
雄
と
と
も
に
、
富
山
へ 
《
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
年 
二
六
歳
》 
 
・
三
月
、
長
男
・
太
刀
男
を
出
産 
 
・
五
月
、
静
雄
は
大
阪
の
『
帝
国
新
聞
』
に
入
社 
 
・
六
月
、
平
塚
ら
い
て
う
か
ら
美
知
代
に
『
青
鞜
』
入
社
勧
誘
の
書
簡
が
発
送
さ
れ
る
が
、
居
所
不
明
で
届
か
ず 
 
・
六
月
、
長
女
・
千
鶴
子
が
死
去 
 
・
七
月
、
静
雄
と
と
も
に
大
分
で
静
養 
 
・
一
二
月
、
上
京 
《
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
／
大
正
元
）
年 
二
七
歳
》 
 
・
静
雄
が
『
東
京
毎
夕
新
聞
』
に
入
社 
 
・
一
二
月
、
静
雄
、
『
ア
リ
ス
物
語
』
を
刊
行 
 
 
結
婚
、
破
局
、
長
女
出
産
と
養
女
に
、
復
縁
、
富
山
へ
の
転
居
、
長
男
出
産
、
大
阪
へ
の
移
動
、
長
女
の
死
、
転
地
療
養
、
上
京…
…
と
、
こ
の
三
年
半
ほ
ど
は
、
美
知
代
に
と
っ
て
相
当
に
大
き
な
生
活
上
の
変
転
が
あ
る
期
間
で
あ
っ
た
。
変
化
の
激
し
い
時
期
に
、
美
知
代
は
ど
の
よ
う
な
執
筆
活
動
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
※
以
下
、
（ 
）
内
は
、
発
表
の
年
・
月
。
こ
の
う
ち
年
は
、
西
暦
（
一
九×
×
年
）
の
下
二
桁
を
示
す
。 
 
〔
一
般
小
説
〕 
 
・
「
火
事
」
『
女
子
文
壇
』
09
・
５ 
 
・
「
老
嬢
の
告
白
」
『
中
央
新
聞
』
09
・
６
～
８
（
推
定
美
知
代
作
） 
 
・
「
女
子
大
学
英
文
科
出
身 
新
夫
人
の
打
明
話
」
『
中
央
新
聞
』
09
・
10
～
11
（
推
定
美
知
代
作
） 
 
・
「
あ
る
女
の
手
紙
」
『
ス
バ
ル
』
10
・
９ 
 
・
「
里
子
」
『
ス
バ
ル
』
10
・
10 
 
・
「
蟹
江
博
士
未
亡
人
」
『
富
山
日
報
』
10
・
11 
 
・
「
一
銭
銅
貨
」
『
中
央
公
論
』
10
・
12 
 
・
「
岡
澤
の
家
」
『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
10
・
12 
 
・
「
清
の
ぐ
る
り
」
『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
11
・
４ 
－ 2 －
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〔
少
女
小
説
／
児
童
向
け
作
品
〕
（
雑
誌
別
） 
 
・
『
少
女
世
界
』…
…
「
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
御
看
病
」
09
・
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
貰
つ
た
妹
」
11
・
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
お
年
玉
」
12
・
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
花
枝
さ
ん
の
雪
兎
」
12
・
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
姉
様
の
指
環
」
12
・
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
暗
い
叔
母
さ
ん
」
12
・
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
帰
校
前
」
12
・
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
赤
い
柿
」
12
・
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
罰
金
ご
つ
こ
」
12
・
12 
 
・
『
中
央
新
聞
』…
…
「
少
女
写
生 
休
暇
後
」
09
・
９ 
 
・
『
少
女
』…
…
…
…
「
み
そ
萩
」
09
・
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
七
つ
紋
附
」
10
・
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
お
と
ぎ
ば
な
し 
雲
雀
の
お
祝
ひ
」
10
・
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
少
女
小
説 
上
京
！
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
揺
籃
の
丘
」
12
・
４ 
 
・
『
富
山
日
報
』…
…
「
少
女
ぶ
ん
が
く 
萬
壽
子
の
お
祖
母
さ
ん
」
10
・
８
～
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
少
女
小
説 
薄
志
弱
行
」
10
・
９ 
 
・
『
少
女
界
』…
…
…
「
少
女
小
説 
お
形
見
」
11
・
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
か
り
う
ど
」
11
・
？
（
※
作
品
の
現
物
を
未
確
認
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
少
女
小
説 
五
重
の
お
菱
」
12
・
３ 
 
・
『
少
女
の
友
』…
…
「
苦
の
後
」
11
・
３ 
 
・
『
家
庭
パ
ッ
ク
』…
「
虫
干
」
12
・
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
で
べ
ち
ゃ
ん
と
赤
ん
坊
」
12･
12 
 
美
知
代
が
精
力
的
に
執
筆
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
４
）
。
一
般
小
説
の
う
ち
、
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
「
あ
る
女
の
手
紙
」
「
里
子
」
「
岡
澤
の
家
」
は
、
花
袋
の
「
縁
」
に
客
体
と
し
て
描
か
れ
た
出
来
事
を
、
当
事
者
の
視
点
か
ら
と
ら
え
返
し
て
お
り
、
花
袋
研
究
の
面
か
ら
も
着
目
さ
れ
る
作
品
群
で
あ
る
（
５
）
。
「
里
子
」
も
、
早
熟
な
少
女
と
周
囲
の
大
人
た
ち
と
の
眼
差
し
眼
差
さ
れ
る
関
係
を
描
い
て
い
て
、
力
の
こ
も
っ
た
作
品
で
あ
る
。 
こ
れ
ら
の
佳
作
に
比
べ
て
、
「
清
の
ぐ
る
り
」
は
、
情
報
や
人
物
関
係
が
十
分
に
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
途
半
端
な
印
象
を
受
け
る
。
執
筆
時
は
長
男
・
太
刀
男
の
妊
娠
中
の
臨
月
近
く
で
、
身
体
的
に
か
な
り
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
か
、
美
知
代
は
、
「
清
の
ぐ
る
り
」
以
後
は
「
小
説 
洪
水
の
後
」
（
『
婦
人
評
論
』
13
・
３
）
で
再
開
す
る
ま
で
ほ
ぼ
二
年
間
、
一
般
小
説
の
筆
を
と
る
こ
と
は
な
く
、
少
女
小
説
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
が
二
歳
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
一
般
小
説
に
復
帰
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
少
女
小
説
を
書
く
か
た
わ
ら
、
『
婦
人
評
論
』
『
新
小
説
』
『
新
潮
』
『
女
の
世
界
』
『
希
望
』
『
婦
女
新
聞
』
な
ど
に
継
続
的
に
一
般
小
説
を
発
表
し
、
さ
ら
に
大
正
半
ば
か
ら
は
翻
訳
や
読
み
物
な
ど
の
著
書
へ
と
軸
足
を
移
し
て
い
く
。 
一
方
、
少
女
小
説
は
、
長
男
出
産
後
も
転
居
の
時
期
な
ど
を
除
き
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
家
事
・
育
児
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
女
性
作
家
に
と
っ
て
、
若
年
層
向
け
の
短
篇
作
品
は
、
細
切
れ
の
時
間
で
も
書
く
こ
と
が
可
能
な
便
利
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
少
女
小
説
の
題
材
や
主
人
公
の
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
－ 3 －
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あ
る
。
年
少
の
主
人
公
が
看
病
の
た
め
に
お
祖
母
さ
ん
の
腰
を
も
ん
だ
り
（
「
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
御
看
病
」
）
、
養
女
の
妹
が
で
き
て
喜
ん
だ
り
（
「
貰
つ
た
妹
」
）
、
姉
と
一
緒
に
ハ
ー
ト
型
の
紋
付
き
を
誂
え
る
こ
と
を
夢
見
た
り
（
「
七
つ
紋
附
」
）
、
姉
が
学
校
に
戻
る
の
を
寂
し
が
っ
た
り
（
「
帰
校
前
」
）
、
い
つ
も
読
書
を
し
て
い
る
叔
母
さ
ん
を
思
っ
た
り
（
「
暗
い
叔
母
さ
ん
」
）
、
と
い
っ
た
家
族
関
係
を
描
く
作
品
が
多
い
。
父
の
死
に
よ
っ
て
女
学
校
に
行
く
こ
と
が
か
な
わ
ぬ
主
人
公
の
話
（
「
み
そ
萩
」
）
、
病
気
の
級
友
を
見
舞
う
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
話
（
「
苦
の
後
」
）
な
ど
の
少
女
不
幸
物
語
も
あ
る
。
上
京
で
き
る
喜
び
を
高
ら
か
に
友
人
宛
て
の
手
紙
に
記
す
「
少
女
小
説 
上
京
！
」
、
同
じ
く
上
京
を
前
に
し
た
少
女
の
心
境
を
描
く
「
揺
籃
の
丘
」
、
家
出
を
し
て
上
京
す
る
も
堕
落
女
学
生
と
間
違
わ
れ
て
悔
や
む
「
少
女
小
説 
薄
志
弱
行
」
な
ど
、
少
女
の
上
京
を
め
ぐ
る
物
語
も
、
美
知
代
の
描
く
少
女
小
説
の
型
の
一
つ
で
あ
る
。 
 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
然
な
が
ら
、
少
女
小
説
の
主
人
公
は
少
女
で
あ
り
、
少
年
も
大
人
の
男
性
も
ほ
と
ん
ど
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
少
女
は
家
族
の
女
性
や
学
校
の
女
友
達
と
の
間
で
成
長
し
て
い
く
。
育
児
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
か
一
般
小
説
の
執
筆
が
途
絶
え
た
期
間
に
、
美
知
代
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
少
女
小
説
を
書
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 
二 
 
続
い
て
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
の
紹
介
と
検
討
に
移
り
た
い
（
６
）
。 
美
知
代
の
作
品
が
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
に
掲
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
美
知
代
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
『
少
女
世
界
』
に
少
女
小
説
を
多
数
掲
載
し
、
一
九
一
〇
年
に
は
『
ス
バ
ル
』
に
も
二
作
を
執
筆
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
関
係
す
る
沼
田
笠
峰
、
与
謝
野
寛
、
与
謝
野
晶
子
な
ど
か
、
あ
る
い
は
、
水
野
仙
子
、
尾
島
菊
子
、
国
木
田
治
子
ら
知
人
の
女
性
作
家
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
既
に
同
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
作
家
の
推
輓
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
雑
誌
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
委
細
は
分
か
ら
な
い
（
７
）
。 
美
知
代
の
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
は
、
誌
面
に
し
て
六
頁
弱
の
児
童
向
け
短
篇
読
み
物
で
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。 
 
《 
三
ち
や
ん
に
は
本
当
の
姉
さ
ん
が
、
た
つ
た
一
人
あ
る 
美
津
子
と
云
つ
て
、
ま
る
で
三
ち
や
ん
を
女
に
し
た
や
う
な
お
転
婆
だ
、
其
上
、
一
人
娘
だ
か
ら
。
父
様
も
母
様
も
大
事
に
な
さ
る
し
、
自
分
で
も
中
々
威
張
つ
た
も
の
だ
。 
 
お
転
婆
と
悪
戯
小
僧
の
寄
合
だ
か
ら
、
年
中
喧
嘩
を
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
そ
の
癖
不
思
議
と
仲
が
好
い
、
さ
す
が
に
姉
弟
で
あ
る
。
喧
嘩
を
し
て
も
、
す
ぐ
そ
の
傍
か
ら
な
ほ
る
の
だ
。
》 
 
三
ち
ゃ
ん
と
美
津
子
の
、
《
お
転
婆
と
悪
戯
小
僧
》
の
姉
弟
に
よ
る
い
た
ず
ら
が
こ
の
あ
と
展
開
さ
れ
る
（
８
）
。
台
所
の
板
場
二
階
に
置
か
れ
た
壺
入
り
の
蜂
蜜
を
、
こ
っ
そ
り
と
大
量
に
食
べ
た
あ
げ
く
に
、
蜜
で
酔
っ
て
、
熊
と
猿
に
な
っ
た
真
似
を
し
て
、
ど
た
ん
ば
た
ん
と
ふ
ざ
け
合
う
。
そ
こ
へ
母
様
が
や
っ
て
き
て
、
二
人
は
部
屋
に
連
れ
戻
さ
れ
薬
を
飲
ま
さ
れ
寝
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
荒
筋
で
あ
る
。 
で
は
、
こ
の
作
品
に
は
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 
－ 4 －
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第
一
に
、
美
知
代
の
子
ど
も
向
け
作
品
と
し
て
、
初
め
て
男
児
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
項
で
も
触
れ
た
ご
と
く
、
美
知
代
は
出
産
後
に
年
少
者
向
け
の
作
品
を
書
き
始
め
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
少
女
小
説
で
あ
り
、
主
人
公
は
少
女
で
あ
っ
た
。
『
少
女
世
界
』
『
少
女
』
『
少
女
界
』
『
少
女
の
友
』
と
い
っ
た
少
女
雑
誌
だ
け
で
は
な
く
、
『
中
央
新
聞
』
『
富
山
日
報
』
『
家
庭
パ
ッ
ク
』
と
い
っ
た
新
聞
や
一
般
誌
に
お
い
て
も
、
美
知
代
の
書
く
子
ど
も
向
け
作
品
は
少
女
を
主
人
公
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
９
）
。 
本
作
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
で
は
、
三
ち
ゃ
ん
と
美
津
子
の
姉
弟
が
登
場
す
る
。
蜂
蜜
を
食
べ
す
ぎ
て
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
二
人
は
、
三
ち
ゃ
ん
が
熊
に
、
美
津
子
が
猿
に
な
る
「
ご
っ
こ
遊
び
」
を
始
め
る
。
冒
頭
の
登
場
順
も
、
熊
の
付
く
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
、
男
児
で
あ
る
三
ち
ゃ
ん
に
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
ち
ゃ
ん
一
人
が
主
人
公
で
あ
っ
て
美
津
子
は
副
次
的
な
人
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
決
し
て
な
く
、
姉
弟
は
常
に
一
緒
に
行
動
を
し
て
お
り
、
姉
弟
二
人
と
も
に
主
人
公
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。 
本
作
以
前
の
美
知
代
の
少
女
小
説
に
お
い
て
は
、
年
齢
は
異
な
れ
ど
い
ず
れ
も
少
女
が
主
人
公
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
少
女
と
女
友
達
、
姉
、
母
、
叔
母
、
祖
母
と
い
っ
た
女
性
た
ち
と
の
関
係
が
描
か
れ
る
、
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
あ
っ
た
。 
と
こ
ろ
が
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
で
は
、
《
お
転
婆
と
悪
戯
小
僧
》
の
姉
弟
を
主
人
公
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
美
知
代
の
少
女
小
説
で
は
描
き
得
な
か
っ
た
、
《
お
転
婆
》
で
男
児
と
対
等
に
悪
戯
を
す
る
少
女
を
描
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
作
の
姉
弟
は
、
あ
た
か
も
主
の
留
守
に
競
い
合
っ
て
砂
糖
を
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
う
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠
者
の
二
人
の
よ
う
で
あ
り
（
狂
言
「
附
子
」
）
、
悪
戯
す
る
男
児
を
止
め
る
分
別
の
あ
る
女
児
、
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
性
別
役
割
分
業
で
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。 
か
つ
て
論
者
は
、
美
知
代
の
少
女
小
説
に
描
か
れ
た
〈
労
働
〉
表
象
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
10
）
。
同
時
代
の
主
流
の
少
女
小
説
に
お
い
て
は
、
立
身
出
世
を
目
指
す
少
年
と
差
異
化
し
、
少
女
に
は
良
妻
賢
母
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
反
映
し
て
、
他
者
か
ら
愛
さ
れ
る
娘
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
美
知
代
の
少
女
小
説
に
お
い
て
は
、
女
性
で
あ
っ
て
も
条
件
に
恵
ま
れ
れ
ば
男
性
と
同
じ
よ
う
に
成
功
で
き
る
と
い
う
、
少
女
た
ち
を
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
労
働
・
職
業
観
を
示
す
少
女
小
説
は
、
い
ず
れ
も
本
作
以
降
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
女
の
自
立
を
促
し
、
男
女
の
差
異
の
薄
い
世
界
を
描
く
点
で
は
、
後
年
の
、
少
女
飛
行
家
が
誘
拐
さ
れ
た
少
女
た
ち
を
救
い
出
す
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
少
女
小
説
（
「
冒
険
奇
談 
少
女
島
」
『
少
女
世
界
』
17
・
11
～
18
・
３
）
も
思
い
起
こ
さ
せ
る
。 
第
二
に
、
本
作
に
は
、
熊
や
猿
に
な
る
と
い
う
、
子
ど
も
の
「
ご
っ
こ
遊
び
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
蜂
蜜
を
、
家
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
こ
っ
そ
り
と
、
し
か
し
競
争
し
な
が
ら
盛
大
に
食
べ
す
ぎ
た
二
人
は
眠
く
な
る
。 
 
《
『
あ
ゝ
、
僕
も
う
蜂
の
蜜
な
ん
か
。
見
る
の
も
嫌
に
な
つ
ち
や
つ
た
よ
。
美
津
姉
さ
ん
、
あ
の
ね
、
熊
は
蜜
が
大
好
き
な
ん
だ
ね
え
、
ど
つ
さ
り
喰
べ
て
、
し
ま
ひ
に
酔
払
ふ
ん
だ
つ
て
』 
『
さ
う
、
あ
ゝ
あ
姉
さ
ん
も
な
ん
だ
か
ク
ラ
／
＼
し
て
来
た 
酔
払
つ
た
の
か
し
ら
』 
『
酔
払
つ
た
／
＼
面
白
い
／
＼
』 
『
お
も
し
ろ
い
／
＼
』 
『
お
ゝ
い
助
け
て
呉
れ
、
熊
に
な
り
さ
う
だ
、
姉
さ
ん
、
熊
に
な
ら
う
』 
－ 5 －
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『
嫌
だ
わ
熊
な
ん
か
姉
さ
ん
は
、
姉
さ
ん
は
お
猿
に
な
つ
て
よ
』 
『
う
ん
、
ぢ
や
姉
さ
ん
が
お
猿
で
、
僕
が
熊
で
、
熊
が
酔
払
つ
て
、
山
か
ら
ミ
ツ
シ
リ
、
ミ
ツ
シ
リ
、
板
場
の
二
階
へ
出
て
参
り
ま
し
た
、
ミ
ツ
、
ミ
ツ
、
ミ
ツ
、
ミ
ツ
姉
さ
ん
！
』
》 
  
大
人
に
管
理
さ
れ
な
い
子
ど
も
だ
け
の
時
間
と
空
間
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
発
的
に
「
ご
っ
こ
遊
び
」
を
繰
り
広
げ
る
。
自
分
と
は
違
う
生
き
物
に
「
な
る
喜
び
」
（
11
）
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
奇
妙
な
ス
リ
ル
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
哲
学
者
の
ケ
ン
ダ
ル
・
ウ
ォ
ル
ト
ン
は
、
《
ご
っ
こ
遊
び
は
、
想
像
的
な
活
動
の
一
種
で
あ
る
》
と
し
、
《
ご
っ
こ
遊
び
に
携
わ
る
こ
と
は
、
実
生
活
で
い
つ
の
日
か
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
役
割
を
練
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
》
重
要
な
機
会
で
あ
る
と
述
べ
る
（
12
）
。
蜂
蜜
を
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
二
人
の
姉
弟
は
動
物
に
な
り
、
日
常
生
活
を
離
れ
た
無
秩
序
な
世
界
を
想
像
＝
創
造
す
る
の
で
あ
る
。 
そ
の
際
に
、
か
わ
い
ら
し
い
熊
（
13
）
、
蜂
蜜
を
好
む
熊
、
と
い
う
西
洋
風
の
イ
メ
ー
ジ
が
借
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
（
14
）
。
蜂
蜜
の
好
き
な
熊
と
し
て
、
今
日
で
は
Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン
の
「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」
（
一
九
二
四
年
）
が
想
起
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
も
熊
と
蜂
蜜
は
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ル
ー
シ
ー
・
Ｍ
・
ロ
ン
グ
『
ハ
チ
ミ
ツ
の
歴
史
』
に
は
、
《
ク
マ
は
昔
か
ら
ハ
チ
ミ
ツ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
》
と
し
て
一
六
〇
〇
年
代
の
ク
マ
が
ハ
チ
ミ
ツ
を
と
ろ
う
と
し
て
ハ
チ
に
襲
わ
れ
る
エ
ッ
チ
ン
グ
や
古
い
ロ
シ
ア
の
漫
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
15
）
。 
 
第
三
に
、
蜜
に
酔
払
っ
て
熊
や
猿
に
な
る
姉
弟
の
じ
ゃ
れ
あ
い
が
、
ほ
の
か
に
性
を
想
起
さ
せ
る
ほ
ど
濃
厚
な
こ
と
で
あ
る
。 
 
《 
三
ち
や
ん
は
、
だ
し
ぬ
け
に
美
津
子
に
飛
び
つ
い
て
、
ペ
ロ
リ
と
頬
つ
ぺ
た
に
嘗
め
つ
い
た
。 
『
三
三
三
、
三
ち
や
ん
の
三
熊
さ
ん
！
』 
 
美
津
子
も
ヒ
ヨ
ロ
／
＼
し
な
が
ら
、
三
ち
や
ん
の
頬
に
嘗
め
つ
く
と
三
ち
や
ん
は
、
真
赤
な
顔
を
変
な
格
好
に
歪
め
て
、
ウ
オ
ー
と
唸
り
な
が
ら
、 
『
大
変
お
い
し
い
ミ
ツ
で
御
座
い
ま
す
』 
 
と
節
を
つ
け
て
、
ま
た
ペ
ロ
リ
と
美
津
子
の
頬
を
嘗
め
る
。 
『
喰
べ
ら
れ
な
い
程
お
喰
べ
な
さ
い
』 
 
美
津
子
も
節
を
つ
け
て
歌
つ
た
が
、
余
り
蜜
に
酔
払
つ
て
、
苦
し
い
の
で
、
其
処
へ
ベ
ツ
タ
リ
坐
つ
て
了
つ
た
。
三
ち
や
ん
の
三
熊
は
、
一
人
だ
ん
／
＼
元
気
に
な
つ
て
、
美
津
子
の
ぐ
る
り
を
ウ
オ
ー
／
＼
爬
ひ
廻
り
な
が
ら
、
ペ
ロ
リ
、
ペ
ロ
リ
、
美
津
子
の
頬
つ
ぺ
た
を
嘗
め
て
は
、
唸
り
唸
つ
て
は
ま
た
飛
び
つ
い
て
来
て
頬
を
嘗
め
る
。 
『
あ
ゝ
う
る
さ
い
三
熊
だ
こ
と
！
』 
 
美
津
子
は
本
当
に
苦
し
い
の
で
、
フ
ウ
／
＼
云
ひ
な
が
ら
、
そ
れ
を
避
け
て
ゐ
た
が
、
と
う
／
＼
我
慢
が
し
き
れ
な
く
な
つ
た
。 
『
キ
ヤ
ア
ー
、
キ
ヤ
お
猿
だ
／
＼
』 
 
い
き
な
り
三
ち
や
ん
の
顔
を
引
掻
き
初
め
た
、
三
ち
や
ん
は
余
計
お
も
し
ろ
が
つ
て
、 
『
ウ
オ
ー
、
ウ
オ
、
熊
だ
よ
熊
々
、
酔
払
ひ
の
熊
だ
よ
』 
と
嘗
め
つ
き
に
ゆ
く
。
》 
  
こ
の
あ
と
二
人
は
、
《
ど
た
ん
、
ば
た
ん
、
ど
た
ん
、
ば
た
ん
》
と
、
《
板
場
の
二
階
中
を
、
逃
げ
た
り
追
つ
た
り
、
駆
け
廻
》
る
。 
－ 6 －
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三
ち
ゃ
ん
は
、
美
津
子
の
こ
と
を
、
《
何
だ
い
、
美
津
姉
さ
ん
の
蜂みつ
の
み
つ
！
》
《
ミ
ツ
、
ミ
ツ
、
ミ
ツ
、
ミ
ツ
姉
さ
ん
》
と
呼
ん
で
お
り
、
美
津
子
の
名
前
は
、
蜂
蜜
と
か
け
ら
れ
て
い
る
。
《
『
大
変
お
い
し
い
ミ
ツ
で
御
座
い
ま
す
』
／
と
節
を
つ
け
て
、
ま
た
ペ
ロ
リ
と
美
津
子
の
頬
を
嘗
め
る
》
の
で
あ
り
、
美
津
子
の
頬
を
蜂
蜜
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
立
て
て
、
す
で
に
大
量
の
蜂
蜜
を
食
べ
尽
く
し
た
ベ
タ
ベ
タ
し
た
舌
で
相
手
の
頬
を
嘗
め
る
の
だ
。 
 
蜂
蜜
に
は
、
愛
情
や
官
能
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
す
る
。
養
蜂
研
究
家
の
渡
辺
孝
は
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
（
蜜
月
）
の
語
の
起
源
は
、
新
婚
夫
婦
が
結
婚
後
一
カ
月
間
は
ハ
チ
ミ
ツ
で
作
っ
た
蜜
酒
を
飲
む
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
風
習
か
ら
来
て
お
り
、
ま
た
、
ハ
チ
ミ
ツ
に
は
《
回
春
効
果
》
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（
16
）
。
ル
ー
シ
ー
・
Ｍ
・
ロ
ン
グ
も
、
ハ
チ
ミ
ツ
は
《
甘
さ
と
愛
情
の
象
徴
》
で
あ
る
と
と
も
に
《
情
欲
的
な
意
味
》
も
含
ま
れ
、
《
「
ハ
チ
ミ
ツ
ハ
ニ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
愛
情
の
こ
も
っ
た
呼
び
か
け
に
よ
く
使
わ
れ
る
》
と
、
そ
の
文
化
イ
メ
ー
ジ
を
説
明
す
る
。 
 
美
知
代
は
、
一
般
小
説
の
「
侮
辱
」
に
お
い
て
、
女
性
同
士
の
関
係
の
な
か
に
田
山
花
袋
の
自
ら
へ
の
管
理
的
な
愛
情
を
風
刺
的
に
描
き
（
17
）
、
新
聞
小
説
「
老
嬢
の
告
白
」
に
お
い
て
も
女
性
同
士
の
関
係
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
の
な
か
に
描
き
こ
む
な
ど
（
18
）
、
性
的
な
要
素
を
潜
ま
せ
て
描
く
こ
と
が
巧
み
な
作
家
で
あ
っ
た
。
美
知
代
の
少
女
小
説
は
『
中
央
新
聞
』
『
富
山
日
報
』
な
ど
の
新
聞
の
文
芸
欄
に
も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
読
者
を
も
対
象
と
し
た
読
み
物
と
し
て
も
書
か
れ
て
い
る
。
台
湾
在
住
の
若
い
女
性
読
者
に
向
け
て
、
姉
弟
の
子
ど
も
同
士
の
熊
と
猿
に
な
っ
て
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
る
「
ご
っ
こ
遊
び
」
と
し
て
の
接
触
を
描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
19
）
。 
 
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
い
な
い
子
ど
も
だ
け
の
限
定
さ
れ
た
時
空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
ご
っ
こ
遊
び
」
は
、
必
ず
終
わ
り
を
迎
え
る
。
ど
た
ん
ば
た
ん
と
騒
ぐ
二
人
に
気
づ
い
た
母
親
は
、
《
『
あ
な
た
方
は
蜂
蜜
を
喰
べ
ま
し
た
ね
、
そ
れ
で
酔
払
つ
て
熊
だ
の
猿
だ
の
、
畜
生
に
な
つ
た
の
で
せ
う
、
そ
ん
な
事
を
す
る
と
今
に
人
面
獣
身
と
云
つ
て
、
本
当
に
尻
尾
が
出
来
ま
す
よ
』
》
、
《
サ
ア
／
＼
尻
尾
の
生
え
な
い
う
ち
に
早
く
お
悪
戯
い
た
を
や
め
て
、
お
部
屋
へ
帰
り
ま
せ
う
》
と
引
き
離
す
。 
 
《 
二
人
は
母
様
に
手
を
引
い
て
頂
い
て
、
辛
と
の
こ
と
で
ヒ
ヨ
ロ
／
＼
し
な
が
ら
、
お
部
屋
へ
帰
る
と
、
何
か
お
薬
を
飲
ま
さ
れ
て
そ
れ
か
ら
、
お
床
を
と
つ
て
寝
か
さ
れ
て
了
つ
た
。
（
を
は
り
）
》 
  
母
親
の
登
場
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
で
狂
騒
的
な
ご
っ
こ
遊
び
の
世
界
は
終
わ
る
。
そ
の
想
像
的
な
体
験
は
眠
り
の
中
で
意
識
の
底
に
沈
め
ら
れ
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
言
う
よ
う
に
《
実
生
活
で
い
つ
の
日
か
引
き
受
け
る
》
時
を
待
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 
  
＊ 
 
＊ 
 
＊ 
 
結
婚
・
出
産
を
機
に
、
一
般
小
説
と
平
行
し
て
少
女
小
説
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
お
そ
ら
く
は
家
事
・
育
児
の
制
約
に
よ
っ
て
子
ど
も
向
け
の
作
品
を
主
に
書
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
期
に
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
は
発
表
さ
れ
た
。
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
と
い
う
新
し
い
媒
体
に
、
美
知
代
は
、
そ
れ
ま
で
書
い
て
い
た
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
少
女
小
説
と
は
異
な
っ
た
、
姉
弟
－ 7 －
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の
二
人
が
男
と
女
と
い
う
差
異
な
く
「
ご
っ
こ
劇
」
を
展
開
す
る
作
品
を
提
供
し
、
後
年
の
少
女
の
自
己
実
現
を
後
押
し
す
る
美
知
代
の
少
女
小
説
へ
と
進
化
す
る
転
機
と
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
明
治
期
の
筋
の
面
白
い
昔
話
的
な
「
お
伽
話
」
と
も
、
大
正
期
の
来
る
べ
き
「
赤
い
鳥
」
の
童
心
主
義
的
な
「
童
話
」
と
も
異
な
っ
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
要
素
も
含
み
つ
つ
、
少
年
少
女
の
性
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
な
い
読
み
物
を
模
索
す
る
の
に
、
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
力
が
借
り
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 
注 
（
１
）
「
広
島
の
女
性
作
家
・
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
」 
https://home.hiroshima-u.ac.jp/okadamichiyo/index.html 
（
２
）
「
〈
作
者
〉
を
め
ぐ
る
攻
防─
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
と
岡
田
美
知
代
の
小
説
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
八
八
、
二
〇
一
三
年
五
月
） 
（
３
）
美
知
代
の
少
女
小
説
に
関
す
る
論
考
に
、
相
澤
芳
亮
「
女
性
作
家
・
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
論─
小
説
『
英
文
の
お
手
紙
』
の
一
考
察
」
（
『
立
正
大
学
大
学
院
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
』
一
三
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
、
有
元
伸
子
「
永
代
美
知
代
の
少
女
小
説
に
み
る
〈
労
働
〉
」
（
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
四
二
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
な
ど
。 
（
４
）
こ
こ
に
掲
載
し
た
小
説
作
品
以
外
に
も
、
夫
・
静
雄
が
勤
務
し
た
『
富
山
日
報
』
に
は
、
「
島
崎
藤
村
夫
人
を
思
ふ
」
（
10
・
８
）
、
「
楠
緒
子
女
史
を
追
想
す
」
（
10
・
11
）
と
い
っ
た
追
悼
文
の
ほ
か
、
内
容
的
に
美
知
代
が
執
筆
し
た
可
能
性
の
あ
る
無
署
名
の
記
事
も
散
見
さ
れ
た
。 
（
５
）
光
石
亜
由
美
「
自
然
主
義
の
女─
永
代
美
知
代
「
あ
る
女
の
手
紙
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
自
然
主
義
文
学
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ―
田
山
花
袋
と
〈
性
欲
〉
に
感
傷
す
る
時
代
』
世
織
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
、
井
原
あ
や
「
モ
デ
ル
の
手
記
と
小
説─
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
」
（
『
「
私
」
か
ら
考
え
る
文
学
史 
私
小
説
と
い
う
視
座
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
、
有
元
伸
子
「
推
定
・
永
代
美
知
代
作
「
新
夫
人
の
打
明
話
」
の
描
く
結
婚
生
活
─
〈
別
れ
る
事
情
〉
と
花
袋
「
縁
」
」
（
『
花
袋
研
究
学
会
々
誌
』
三
三
、
二
〇
一
六
年
六
月
） 
（
６
）
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
四
九
号
附
録
（
26
・
12
）
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
以
下
の
と
お
り
。 
・
「
両
陛
下
桃
山
御
陵
御
参
拝
」 
・
坪
谷
水
哉
「
桃
山
御
陵
参
拝
記
」 
・
国
木
田
治
子
「
小
説 
約
束
」 
・
媛
二
楼
「
天
上
の
旅
行
」
（
カ
ッ
セ
ル
版
の
お
伽
話
の
翻
訳
） 
・
永
代
美
知
代
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」 
 
・
横
山
栩
々
子
「
小
説 
夢
見
」 
（
７
）
与
謝
野
寛
が
水
野
仙
子
を
推
薦
し
た
直
後
に
、
仙
子
の
「
お
蝶
」
（
第
三
八
巻
）
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
、
上
田
正
行
が
指
摘
し
て
い
る
（
「
「
台
湾
愛
国
婦
人
」
と
い
う
雑
誌
の
意
義
」
『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究 
本
文
翻
刻
篇
』
國
學
院
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
美
知
代
の
推
薦
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
 
美
知
代
の
「
少
女
小
説 
苦
の
後
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
少
女
の
友
』（
11
・
３
）
（
春
の
増
刊 
第
四
巻
第
四
号
）
の
創
作
欄
は
、
美
知
代
以
外
に
、
与
謝
野
晶
子
、
木
内
錠
子
、
野
上
彌
生
子
、
小
野
美
智
子
、
山
田
邦
子
、
水
野
仙
子
、
尾
島
菊
子
と
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
タ
イ
ト
ル
に
《
少
女
－ 8 －
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小
説
》
の
角
書
付
き
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。 
（
８
）
《
三
ち
や
ん
》
の
名
は
、
お
そ
ら
く
美
知
代
の
弟
・
三さん
米べい
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
《
美
津
子
》
は
、
《
蜂
の
み
つ
》
を
示
す
と
と
も
に
美
知
代
自
身
の
名
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
美
知
代
は
、
最
初
の
少
女
小
説
「
ま
あ
ち
や
ん
の
御
看
病
」
以
来
、
《
ま
あ
ち
や
ん
》
《
萬
壽
代
》
《
萬
壽
子
》
な
ど
、
主
人
公
の
少
女
に
は
妹
の
萬
壽
代
の
名
前
を
頻
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
米
は
外
国
客
船
の
船
員
と
な
る
が
、
美
知
代
の
「
英
文
の
お
手
紙
」
（
『
少
女
画
報
』
一
九
一
三
年
四
月
）
で
は
、
女
学
校
一
年
生
の
《
萬
壽
代
》
の
も
と
に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
い
る
兄
（
《
三
ち
や
ん
》
）
の
知
人
の
米
国
人
少
女
か
ら
英
文
の
手
紙
が
届
く
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
弟
妹
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。 
（
９
）
例
外
は
、
「
お
と
ぎ
ば
な
し 
雲
雀
の
お
祝
ひ
」
（
『
少
女
』
10
・
６
）
で
、
雲
雀
夫
婦
の
客
た
ち
へ
の
も
て
な
し
が
描
か
れ
て
い
る
。 
（
10
）
注
３
の
拙
稿 
（
11
）
発
達
心
理
学
者
の
河
崎
道
夫
は
、
子
ど
も
が
《
ご
っ
こ
遊
び
で
生
き
物
に
な
る
》
こ
と
に
つ
い
て
、
《
な
ん
ら
か
の
形
で
そ
れ
ら
の
生
き
物
に
憧
れ
て
、
姿
や
行
動
を
ま
ね
し
な
が
ら
「
な
る
喜
び
」
を
味
わ
う
》
と
し
、
《
ご
っ
こ
で
は
子
ど
も
は
気
分
的
に
は
「
違
う
自
分
に
な
る
」
》
の
で
あ
り
、
《
そ
の
い
わ
ば
拡
張
さ
れ
た
自
我
（
た
い
て
い
は
自
分
よ
り
は
強
い
憧
れ
の
対
象
）
が
心
と
身
体
を
動
か
し
て
、
子
ど
も
は
そ
の
気
に
な
っ
て
は
り
き
る
。
普
段
以
上
の
注
意
力
、
集
中
力
、
身
体
能
力
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
で
、
結
果
的
に
現
実
の
自
分
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
成
長
さ
せ
た
り
す
る
》
と
述
べ
る
（
『
ご
っ
こ
遊
び 
自
然
・
自
我
・
保
育
実
践
』
「
第
２
章 
「
飼
育
活
動
」
と
遊
び
」
ひ
と
な
る
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
。 
（
12
）
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か 
ご
っ
こ
遊
び
と
芸
術
』
「
第
１
章 
表
象
体
と
ご
っ
こ
遊
び
」
田
村
均
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年 
（
13
）
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
フ
社
が
ぬ
い
ぐ
る
み
の
テ
デ
ィ
・
ベ
ア
を
発
売
し
て
世
界
的
な
大
人
気
を
博
し
た
の
は
、
一
九
〇
三
年
で
あ
っ
た
。 
（
14
）
赤
羽
正
春
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 
熊
』
（
「
第
三
部 
文
芸
に
み
ら
れ
る
熊
」
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
）
が
挙
げ
て
い
る
日
本
の
語
り
物
や
昔
話
な
ど
の
熊
の
イ
メ
ー
ジ
（
金
太
郎
、
山
の
神
、
宮
沢
賢
治
や
椋
鳩
十
の
作
品
世
界
）
と
、
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
の
そ
れ
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。 
（
15
）
大
山
晶
訳
、
原
書
房
、
二
〇
一
七
年
。 
さ
ら
に
、
ご
っ
こ
遊
び
で
熊
に
な
っ
て
、
美
津
子
か
ら
《
三
熊
さ
ん
》
と
呼
ば
れ
る
《
三
ち
や
ん
》
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
民
話
や
ト
ル
ス
ト
イ
創
作
の
童
話
「
三
び
き
の
熊
」
に
も
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
美
知
代
は
、
後
年
、
「
家
庭
童
話 
三
熊
さ
ん
」
（
『
新
家
庭
』
19
・
６
）
と
い
う
父
・
母
・
子
の
三
匹
の
熊
が
登
場
す
る
童
話
を
発
表
し
て
い
る
。 
（
16
）『
ハ
チ
ミ
ツ
の
百
科 
新
装
版
』「
Ⅰ─
１ 
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
起
源
」「
Ⅸ─
４ 
ハ
チ
ミ
ツ
と
セ
ッ
ク
ス
」
（
真
珠
書
院
、
二
〇
〇
三
年
） 
（
17
）
有
元
伸
子
「
〈
擬
装
〉
に
よ
る
恭
順
と
抵
抗─
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
後
の
岡
田
美
知
代
の
小
説
」
（
『
国
文
学
攷
』
二
二
八
・
二
二
九
合
併
、
二
〇
一
六
年
三
月
） 
（
18
）
有
元
伸
子
「
〈
資
料
紹
介
〉
『
中
央
新
聞
』
掲
載
の
推
定
・
永
代
美
知
代
作
品
「
老
嬢
の
告
白
」─
付 
岡
田
（
永
代
）
美
知
代
著
作
リ
ス
ト
」（
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
三
年
三
月
） 
（
19
）
高
山
実
佐
は
、
《
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
購
読
者
の
多
く
は
中
産
階
級
以
上
－ 9 －
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の
婦
人
》
で
、
《
そ
の
多
く
が
高
等
女
学
校
卒
業
者
》
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
「
女
性
の
あ
り
方
は
い
か
に
語
ら
れ
た
か─
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
婦
人
論
か
ら
」
『
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
の
研
究 
本
文
篇
・
研
究
篇
』
國
學
院
大
学
、
二
〇
一
五
年
）
。 
 
付
記 
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（17K02452
）
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
「
蜜
に
酔
払
つ
て
熊
に
な
る
」
所
収
の
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
四
九
号
付
録
の
デ
ー
タ
は
下
岡
友
加
氏
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
「
日
本
近
現
代
文
学
解
読
研
究
Ｂ
」
（
広
島
大
学
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
九
年
度
後
期
）
の
受
講
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
種
々
の
示
唆
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。 
  
（
あ
り
も
と 
の
ぶ
こ
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
－ 10 －
